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有害事象はCTCAE v4.0.で評価した.【結 果】 観察期
間中央値は16カ月であった.全7例中3例は胆管細胞癌
の組織診断があり,4例は臨床的診断であった.T因子は

















則,52.8 GyE/12回で行われた.【成 績】 再照射後の観
察期間中央値は31か月であった.重篤な有害事象の発生
は無く,重粒子線治療後の2年局所制御率91％,2年全生
存率91％であった.【結 論】 婦人科腫瘍における放射
線治療後の照射野内/辺縁リンパ節再発に対する重粒子線
治療は安全に施行され,治療の選択肢の一つとなる可能性
が示唆された.
― ―303
抄 録
2016；66：303～306
